
科目名 修学 1年 組

学
期

月
時
間
数

区 区

パスワード 管理・ 情報モラ ル
タ イ ピング練習

フ ァ イ ルを保存する

いろ いろ な単語を入力する
5

文章を入力する

文章を編集する

文章に飾り をつける 4

文章内にク リ ッ プアート を挿入する

図形を描いて文書内に配置する
7

表を作成する

スマホアプリ と 機械制御を行う ためのプログラ ミ ング 4
マイ ンク ラ フ ト を用いたプログラ ミ ング

3

1 期
末
考
査2

3

2

9 中
間
考
査10

11 期
末
考
査12

授業計画
学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4 中
間
考
査

5

5

6 期
末
考
査7

8

学期末の　 　各観
点比率(%) 40% 40% 20%

各観点の授業内　評
価方法等

教科書、 プリ ント 、 実習、 ノ ート 教科書、 プリ ント 、 実習、 ノ ート 実習、 ノ ート

学習目標

・ 情報化社会において、 コ ンピュ ータ を利用し て情報を取り 扱う ための知識、 そし てその知識を利用し ていく 力を習得する。

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

"知識： コ ンピュ ータ の仕組み、 コ ンピュ ー
タ を通し て人と コ ミ ュ ニケーショ ンを取ると
知識を得る。
技能： 伝えたい事柄をわかり やすく 、 見やす
い表現をコ ンピュ ータ 上で行う 。

wor dを用いて、 なぜその機能を使う と
見やすい、 わかり やすい文章になるか
考えて文章を作成する。
プログラ ミ ングにおいて、 自分の考え
ているこ と を表示、 音声、 動作をどの
よう に使用すると 伝わり やすいかを意
識し てプログラ ムを作成する。

教科書やプリ ント 通り で完成ではなく 、 見る
人、 使う 人を意識し てより 良い表現に変更でき
る。
生徒間で考え方の交換を積極的に行い理解を深
める。

教科名 総合学習 総合学習 中学・高校 全

単位数 1

使用教科書
補助教材等担当者

山住直政/吉田賢史
実教出版「 パーフ ェ ク ト ガイ ド 情報」

茂木三志郎



科目名 修学 ２年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

プレゼンテーショ ンに必要なこ と は何か 3
「 相手を説得する技法を身につける」

プレゼンテーショ ンの実施１ 回目 3

プレゼンテーショ ンの実施 3
「 自分の感情・ 意見を示す方法を練習する」

プレゼンテーショ ンの実施２ 回目 2

プレゼンテーショ ンの実施 3
「 自分の感情を画像を用いて表現する」

プレゼンテーショ ンの実施３ 回目 2

ディ ベート では、 何をするか 3
「 立場の違いを考え、 意見を尊重でき るよう になる」

ディ ベート の実施１ 回目 3
「 数値から グラ フ を作成し 、 根拠に基づいた意見を述べら れるよう になる」

１ 回目と 立場を入れ替えて資料を作成する 4
「 立場を入れ替えても 立論を立てるこ と ができ る」

ディ ベート の実施２ 回目 3
3

1 期
末
考
査2

3

2

9 中
間
考
査10

11 期
末
考
査12

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4 中
間
考
査5

6 期
末
考
査7

8

学期末の　　　　各観
点比率(%) 40% 30% 30%

各観点の授業内　評
価方法等

教科書、 実習、 ノ ート 教科書、 実習、 ノ ート 実習、 ノ ート

学習目標
・ プレ ゼン テーショ ン に必要な情報技術を 習得する 。

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

知識： コ ン ピ ュ ータ を 通し て人と コ ミ ュ ニ
ケーショ ン を 取る ための手法を 得る 。
技能： 伝えたい事柄を わかり やすく 、 見や
すい表現を コ ン ピ ュ ータ を 補助にし て発表
を 行う 。

相手を 説得する には、 どのよ う な事
実を あげ、 意見を 述べる かを 考え
る 。
Power 　 Poi nt を 用いて、 なぜその機
能を 使う と 見やすい、 わかり やすい
画面になる か、 発表時には、 どのよ
う な行動を 取る と 良いかを 考える 。

教科書で完成ではなく 、 聞く 人を 意識し てよ り 良
い表現に変更でき る 。
生徒間で考え方の交換を 積極的に行い理解を 深め
る 。

教科名 総合学習 総合学習 中学・高校 全

単位数 1
使用教科書
補助教材等担当者

森川竜一/森田篤宏 実教出版「 パーフ ェ ク ト ガイ ド 情報」



科目名 修学 ３年 組

学
期

月
時
間
数

価
区

価
区

Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ
１ ． データ を入力する
　・データを入力してみよう

　 ・ データ を編集し てみよう
２ ． 計算をする
　 ・ 計算式を入力し てみよう

３ ． 体裁を整える 1
　 ・ 表示形式を設定し てみよう
４ ． グラ フ を作成する 2
　 ・ グラ フ を作成し てみよう
　 ・ グラ フ を編集し てみよう
５ ． 表を印刷する 2

　 ・ 表やグラ フ を２ ページに配置し てみよう 1

６ ． いろ いろ な関数を利用する
　 ・ 関数をつかっ てみよう １ 3
　 ・ 関数をつかっ てみよう ２

７ ． データ ベース的に利用する 3
　 ・ 並べ替えと 抽出をし てみよう
８ . VBAを用いたプログミ ング 3

８ . VBAを用いたプログミ ング 5

単位数 1

使用教科書
補助教材等担当者

山住直政/茂木三志郎 実教出版「 パーフ ェ ク ト ガイ ド 情報」

吉田賢史 実教出版「 情報Ⅰ」

教科名 技術 技術 中学・高校 全

学習目標

コ ン ピ ュ ータ を 用いた実習を 通し て、 情報を 扱う 基本的な知識と 技能を 習得する と と も に、 学習を 主体的に活用する 態度を 育てる 。

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

"知識： コ ン ピ ュ ータ を 通し て人と コ ミ ュ ニ
ケーショ ン を 取る 手法の知識を 得る 。
技能： 伝えたい事柄を わかり やすく 、 見やす
い表現を コ ン ピ ュ ータ 上で実現する 。

excel を 用いて、 なぜその機能を 使う
と 見やすい、 わかり やすいデータ にな
る か考える 。
また、 その考えを 元にデータ 作成がで
き る よ う になる 。
プロ グミ ン グでは、 自分の考えを プロ
グラ ムで書く こ と ができ る 。

教科書で完成ではなく 、 見る 津人を 意識し てよ り 良
い表現に変更でき る 。
生徒間で考え方の交換を 積極的に行い理解を 深め
る 。

学期末の　　　　各観
点比率(%) 40% 40% 20%

各観点の授業内　評
価方法等

教科書、 実習、 ノ ート 教科書、 実習、 プリ ン ト 、 ノ ート 実習、 ノ ート

授業計画
学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4
2

中
間
考
査5

3

6 期
末
考
査7

8

2

9 中
間
考
査10

11 期
末
考
査12

3

1 期
末
考
査2

3



科目名 修学 1年 1~４ 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

・ プログラ ミ ングの基礎

・ データ の入出力

・ 計算（ 練習問題）

・ i f 文 4

・ i f  el se文（ 練習問題） 6

・ f or文 2

・ whi l e文 5

・ 配列（ リ スト ） 5

・ 配列（ リ スト のリ スト ） 6

・ 練習問題 6

Vi sual  C#によるプログラ ミ ング
・ 練習問題 4

・ 図を書こ う 4

・ 動画を作ろ う 4

単位数 2
使用教科書
補助教材等

情報１ （ 実教出版）

担当者

教科名 情報 情報１ 中学・高校

河野吉伸/山住直政 プリ ント

茂木三志郎/吉田賢史

学習目標

・ 中学高校一貫し た情報教育の仕上げと し て、 やや高度なプログラ ミ ングを可能と する教育を行う 。
・ 基本的なアルゴリ ズムの理解と 、 簡単なアプリ ケーショ ンソ フ ト が作成でき るこ と を目標と する。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

各観点の授業内　評
価方法等

定期テスト 、 教科書、 プリ ント 、 実習 定期テスト 、 教科書、 プリ ント 、 実習、 ノ ート

評価規準

"知識： コ ンピュ ータ の仕組み、 コ ンピュ ー
タ を使用し て処理を行う 手順を理解する。
技能： アプリ ケーショ ンソ フ ト を使い、 目的
が達成でき るプログラ ムが作成でき る。

プリ ント を参考にし 、 自分が目
的と する機能の手順が理解です
る。 また、 プログラ ミ ングがで
き る。

プリ ント 通り で完成ではなく 、 ユーザーを意識
し てより 良いプログラ ムになるよう にする。
生徒間で考え方の交換を積極的に行い理解を深
める。

実習

学習内容・学習単元・学習到達目標等

期
末
考
査

学期末の　　　　各観
点比率(%) 40% 40% 20%

授業計画

7

8

1

4
3

中
間
考
査

3

5
4

6

12

3

1 期
末
考
査

2

3

2

9
中
間
考
査

10

11 期
末
考
査



科目名 修学 1年 5～７ 組

学
期

月
時
間
数

価
区

価
区

情報社会と 私たち キーボード 操作の練習

問題解決と データ 活用 ワード による文書作成

メ ディ アと コ ミ ュ ニケーショ ン Ｅ Ｘ Ｃ Ｅ Ｌ による情報解析

9

ネッ ト ワーク と セキュ リ ティ Ｐ Ｏ ＷＥ Ｒ Ｐ Ｏ Ｉ Ｎ Ｔ による
　 　 　 　 プレゼンテーショ ン 10

イ ンタ ーネッ ト による情報収集
情報デザイ ン

Ｈ Ｔ ＭＬ 言語によるホームページの作成

11

アルゴリ ズムと プログラ ミ ング Ｖ Ｂ Ａ によるプログラ ミ ング

10
モデル化と シミ ュ レーショ ン3

1 期
末
考
査2

3

2

9 中
間
考
査10

11 期
末
考
査12

授業計画
学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4 中
間
考
査

8

5

6 期
末
考
査7

8

学期末の　　　　各観
点比率(%) 40% 40% 20%

評価規準

"知識： 社会の中でどのよ う なこ と にコ ン ピ ュ ー
タ が使用さ れている か、 使用する にどのよ う な
こ と に配慮いる か、 また、 コ ン ピ ュ ータ の仕組
みを 含めて理解する 。
技能： 目的が達成に合わせて、 様々プリ ケー
ショ ン ソ フ ト の中から 最適なも のが選択でき 、
基本的な操作ができ る 。

受け手にと っ て、 見やすい、 わ
かり さ すい表現方法、 また、 ア
プリ ケーショ ン の機能を 使い分
けができ る 。

教科書通り で完成ではなく 、 ユーザーを 意識し てよ り
良い発信ができ る よ う に自ら 工夫ができ る 。
生徒間で考え方の交換を 積極的に行い理解を 深める 。

各観点の授業内　評
価方法等

教科書、 実習 教科書、 実習、 ノ ート 実習、 ノ ート

学習目標

情報に関する 基礎的な知識と 技術を 習得さ せ， 現代社会における 情報の意義や役割を 理解さ せる と と も に， 情報社会における 問題を 主
体的かつ倫理観を も っ て解決でき る 創造的な能力と 実践的な態度を 育てる 。

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

単位数 2

使用教科書
補助教材等

情報Ⅰ（ 実教出版）

担当者

河野吉伸/山住直政

教科名 情報 情報１ 中学・高校



科目名 修学 3年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

システムと デジタ ル化 4
情報社会と 私たち 2
メ ディ アと デザイ ン 2
ネッ ト ワーク と セキュ リ ティ 2

アルゴリ ズムと プログラ ミ ン 6

問題解決と その方法 2

問題演習 10

3

1 期
末
考
査2

3

2

9 中
間
考
査10

11

12

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4 中
間
考
査5

6 期
末
考
査7

8

学期末の　　　　各観
点比率(%) 40% 40% 20%

各観点の授業内　評
価方法等

教科書、 実習、 ノ ート 、 テスト 教科書、 実習、 ノ ート 、 テスト 実習、 ノ ート

学習目標
大学入学共通テスト 「 情報Ⅰ」 の内容を 理解し て、 問題演習を 通し て受験に対応でき る 力を 身に付ける 。

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

情報Ⅰの内容を 理解し 、 基本的な問題を 解
く こ と ができ る 。

身に付けた知識を 活かし て、 思考力
が求めら れる 問題を 解く こ と ができ
る 。
情報の特性・ リ テラ シーを 理解し て
いる 。

教えら れたこ と だけでなく 、 自ら 興味を 抱き 知識
を 身に付けら れる 。
正確に早く 問題が解ける よ う 、 工夫し て勉強し て
いる 。

教科名 総合学習 総合学習 中学・高校 全

単位数 2
使用教科書
補助教材等担当者

茂木三志郎 実教出版「 最新情報Ⅰ」

実教出版「 大学入学共通テスト 問題集」



科目名 修学 ３年 組

学
期

月
時
間
数

価
区

価
区

画面表示、 ボタ ン処理、 メ ニュ ー処理

図形の表示、 アニメ ーショ ン処理

タ イ マー処理 5

シミ ュ レーショ ンソ フ ト の作成 5

総合課題 5

教科名 自選 総合学習 中学・高校 選択者

学習目標

・ プロ グラ ミ ン グ技術を 応用し たソ フ ト ウェ アの作成技術を 学ぶ。
・ 大学における プロ グラ ミ ン グ技術の基礎を 身に着ける 。

評価方法

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

単位数 2

使用教科書
補助教材等担当者

山住　 直政

学期末の　 　各観
点比率(%) 50% 30% 20%

評価規準

"知識： 描画、 動画等を どう のよ う し ている
か理解する 。
技能： 知識を 利用し 、 シミ ュ レ ーショ ン ソ フ
ト の作成、 有用なソ フ ト を 作成する 。

正確な情報を 提示する ためにどのよ う
にデータ を 処理する か考える 。
見やすさ 、 操作し やすさ 等を どのよ う
に処理する か考える 。

見る 人、 使う 人を 意識し てよ り 高度な処理、 機
能を 追加でき る 。
生徒間で考え方の交換を 積極的に行い理解を 深
める 。

各観点の授業内　評
価方法等

実習、 ノ ート 実習、 ノ ート 実習、 ノ ート

授業計画
学習内容・学習単元・学習到達目標等

1

4
5

中
間
考
査5

5

6 期
末
考
査7

8

3

1 期
末
考
査2

3

2

9 中
間
考
査10

11 期
末
考
査12
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